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９月１１日（木）、荒海中学校で行われた職場体験学習の様子を取材しました。家庭教育応援企業に登録され

ていない事業所ではありましたが、家庭教育に対してご理解をいただいており、取材にも快く応じていただき

ましたのでご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優雅では、介護保険のデイサービスを利用している高齢者の方と発達に特

性のある児童生徒がふれ合いながら放課後や夏休みを過ごす「共生型放課

後等デイサービス」や、発達に心配のある幼児を対象にした短時間個別療育

「共生型児童発達支援」など、社会教育にもつながる取組をされています。 
 

当日は、通所者の方とお話をしたり、一緒に体操をしたりする生徒の様子

を見ることができました。 
 

＜荒海中学校の生徒に聞きました＞ 
 

「体験を通して学んだことはありますか？」 

 おじいちゃんやおばあちゃんとコミュニケーションをとるのが好きで体

験先を選びました。レクリエーションの準備や通所者の方の見回りを体験

させていただいたり、通所者の方をお風呂に入れているところを見せてい

ただいたりして、介護の仕事は大変だと思いましたが、とても大切な仕事

だとも思いました。 

こちらのQRコードから、閲覧・ダウンロードができます→ 

デイサービスみなみあいづ 優雅 

びわのかげ保育所 

職場体験を取材してみて、各企業では、子供たちのキャリアを意識されながら充実した体

験を用意していただいていることが分かりました。各学校において子供たちに体験先を提

示する際は、家庭教育応援企業への登録状況も参考にしてみてください。 

             南会津域内で、家庭教育応援企業に登録している企業はこちらです ⇒  

 

本教育事務所で開催している家庭教育推進南会津ブロック会議におい

て、びわのかげ保育所の職員の方にも委員として出席していただき、家庭教

育に対するご意見や取組にご協力いただいています。 
 

当日は、保育所の子供たちと楽しそうにふれ合ったり、午睡のための布団

を準備したりしている生徒の様子を見ることができました。 
 

＜荒海中学校の生徒に聞きました＞ 
 

「体験してみての感想を教えてください」 

○ 最初はうまくふれ合うことができるか緊張していましたが、子供たち

が思ったより元気で、笑顔で話したり遊んだりすることができて嬉しか

ったです。 
 

○ ここに来る前は、子供と接するのは大変かと思っていたけれど、「お姉

ちゃん」と呼んでくれて嬉しかったです。心の余裕もできて、みんなと

楽しくふれ合うことができるようになりました。 


